
「神君伊賀越え」 家康一行：三日間の逃走ドラマ 苦難の道中、襲撃、協力者・道案内人
飯盛山～尊延寺～京田辺～宇治田原～伊賀～白子～岡崎
謎の京田辺：多数ある逃走ルート
梅雪：主従１２名は別行動を取り、家康一行の後で、

木津川にさしかかり、飯岡渡し付近で土民の
襲撃を受け自害

天正１０年（1582） ６月２日早暁
光秀 ： 謀反を起こす 信長 ： 本能寺に宿泊中、襲われ、四十九年の人生を終える
家康 ： 上方遊覧が終わり、御礼言上のため、堺の妙國寺を発ち京都へ向かう河内飯盛山付近でこの変報を受ける
家康一行 ： 軍勢もなく平服、３４名 酒井忠次、石川数正、本多正信、本多忠勝、榊原康政、井伊直政、天野康景、

大久保忠佐・忠隣、高力清長、服部半蔵、渡辺半蔵、鳥居忠政、長田伝八郎 等
長谷川秀一 上方遊覧案内役 茶屋四郎次郎 京都から急ぎ変報を届けた側用人
穴山梅雪 家康従者となった駿河江尻城主
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本 能 寺 の 変

天正１０年６月２～４日 全行程 ２１０ ｋｍ伊賀越えの概要

2017.3.26（日）
つつきはっけんの会『古民家でお茶しながら甲冑武将と伊賀越え』



主な出来事・経過

月日 時刻 出来事 場所

６月
２日

４時 本能寺の変が起こる

５時 家康、信長に上方遊覧の御礼に、京都に向かう 堺、平野、八尾

12時 茶屋四朗次郎、本多忠勝に「信長自刃」を報告 交野

１4時 忠勝、家康に変を伝える 飯盛西麓 旧住吉神社

１6時 伊賀越えで三河に帰ることを決め出発 茶屋：銀子、本多：蜻蛉切り槍 伊賀ルートを選択
（服部半蔵）

長谷川秀一：恩顧者に連絡、道案内を依頼 星田、倉治 河内、宇治田原、
信楽、大和

２０時 普賢寺の百姓新八と出会う
穂谷白井家：夕食・休息

穂谷 家康：山中道に迷い
百姓と知り、安心し
身分を明かす
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■甲斐武田家武将 : 武田信君
母 ： 信玄の姉 南松院 正室： 信玄の三女 見性院(勝頼の姉)

■天正１０年２月 信長、家康は武田征伐を進める
梅雪、家康を介し信長に帰順を決意 ※信玄亡き後、勝頼と不仲、老臣の横暴さを憎む

条件 ①武田家の継承 ②甲斐の領土の確保
■３月 家康を案内し、[天目山の戦い]で勝頼が滅亡
■６月本能寺の変後、甲斐に帰ろうとしたが、家康とは一緒に逃走

※甲斐の領土所有、金品を多く持っていた梅雪は、家康従者に強奪を恐れ、徐々に家康から離れる （殿：しんがり）
■梅雪一行は、落ち武者狩りの土民に襲撃されて、川は増水、渡るのが困難となり、木津川飯岡の渡しで自害
■土地の人々が憐れみ飯岡の渡し西岸に葬り塔を築いて供養を行うが洪水で崩れるので、飯岡蓮華寺に改葬し塔を移す
■明治８年２月蓮華寺は廃寺となり現在の飯岡共同墓地へ搭を移す
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穴山梅雪
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家 康 の 人 間 性

「伊賀越え」 の成功要因
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① ９／２７三山木～飯岡～草内
②１０／２８三山木～宇頭城～普賢寺
③ ４／ ２星田
④ ４／２２四條畷～星田
⑤ ５／２０河内磐船～倉治～津田
⑥ ６／１７津田～倉治～穂谷
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